
















































































が授与された外国人は合わせて 44人、国別では中国 31人、英国 6人、米
















































治 34年卒業）、布施辰治（同 35年）、平出修（同 36年）を対象とする共同
研究を開始した。中村が参加している。
4.5　演劇
　布施辰治を主人公にした演劇は、1992年 8月 22日・23日に「布施辰治
―生くべくんば民衆とともに―」（作：森正、演出：浦はじめ、愛知・県民
の手による平和を願う演劇の会，於：名古屋市教育センター）が公演され
ている。中村、今井が名古屋へ行き観劇した。
　2006年から 2007年にかけて 2つの作品が公演されるので紹介する。
4.5.1　「劇団仙台」公演
　「疾風る人　―弁護士布施辰治―」（作／演出：さとう要、劇団仙台）が
仙台市青年文化センター（11月 6日・7日）、石巻文化センター（1月 14日）
232
で行なわれた。「疾風る」は「はせる」と読む。
4.5.2　「前進座」公演
　「生くべくんば　死すべくんば　―弁護士・布施辰治―」（原案：森正、作：
十島英明・山口誓志、前進座）が東京・吉祥寺の前進座（2007年 3月 20
日～ 25日）で公演される。前述したとおり、布施と前進座の繋がりは深い
ものがある。前進座創立 75周年として布施を取り上げている。明治大学が
後援する。
おわりに
　2年間の研究目標とした目録・年譜の刊行にはたどり着かなかった。し
かし、資料の収集、文献情報の収集は行なってきた。近いうちにこれらを
取りまとめ「目録」「年譜」として発表したい。
　筆者は、図書館は研究機関を付置しないため「個別（特定）研究対象に
ついての資料を、図書館の研究体制により発展させていくという頭脳部分
を持たないことになり、組織としての資料収集の拡大・更新、関連資料の
収集を困難にしている」（「明治大学図書館所蔵　弁護士布施辰治旧蔵資料」
前掲、249頁）と述べた。図書館自主研修の各研究会が、研究機関として
の役割の一端を担えればと考えている。
